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年 6 月 19 日に両者代表立ち会いのもと調印式を行った。2)
覚書は、以下の通りである。 
                 共同研究 覚書 






 1. 本事業は、玩具の研究および開発について甲および乙 
   が共同して取り組むことにより、地域資源の活用と子 
   育て支援に貢献する事を目的とする。 
 2. 新しい機能やデザインを持ち合わせた玩具を開発す  
   る事を本事業の目的とする。 
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 1. 玩具制作に関わる地域資源および既存玩具について 
   の調査研究を行う。 
 2. 玩具の試作を行い、保育現場等でモニター調査を実 
   施する。 
 3. 試作に基づき玩具の本制作を行い、研究会等で発表 
   する。 
 4. 玩具の開発においては可能な限り地域の森林資源を 
   活用する。 
 5. その他本事業に関わる業務全般を共同して行う。 
 第３条（契約期間） 
   平成26年6月19日より平成27年3月31日の期間を本事業 
  の契約期間とする。ただし、契約期間終了後も甲乙協議 
  の上に合意が得られれば本事業を継続することができる。 
 第４条（著作権等） 
  本事業により得られた成果物は原則として甲および乙 
  の共有とする。ただし、甲乙協議の上に合意が得られれ 
  ば成果物の帰属先を決定することができる。 
 第５条（遵守義務） 
   甲並びに乙及び乙の依頼により協力する学生は、本事業      
  に伴い知り得たお互いの業務上の機密に関しては、契約 
  期間及び契約終了後も守秘義務を負うものとする。 
    この合意を証するため、本書を２通作成して、甲乙記名 
  捺印の上、各１通ずつ保管する。 
   平成26年6月19日 
                                     
    甲  現代玩具博物館 ・ オルゴール夢館                                
       館 長    橋爪 宏治       
    乙  美作大学短期大学部地域生活科学研究所 
       研究所長  森本 太郎                




















































































          
                            
 
                                 
               
                                                               
  
 












  強 度  手触り  加  工 入  手 
ヒノキ  ◯  ◯  ◎  ◎ 
スギ（赤目）  △  ◎  ◎  ◎ 
クリ  ◎  △  ◯  △ 
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